
いつもごくろうさん、ありがとう 

 

小さい子どもを抱え、かつ外ではたらいて母親の毎日は大変に忙しいものです。顔を洗

い、歯を磨く時間以外に、およそ自分の時間がない、と言っても過言ではありません。お

父さんにそんな日常の大変さを聞いてもらいたくても、仕事から帰ってくるのが 10時、11

時となれば、じっくり話を聞いてもらえるどころではありません。帰ってきて遅い食事、

入浴、それだけで一日が終わってしまうお父さんのことを思えば、そんな悩みを聞いても

らうのもためらわれます。 

一方、毎日忙しく、仕事で遅くなるお父さんにも言い分はあるのです。それを話す暇も

ないほど、多忙で、人には言えないストレスを抱えておられることでしょう。 

先日、子ども家庭課より、平成２７年度より始まる「子ども子育て支援新制度」にむけ

ての皆様の勤務の実態調査がありましたが、大半のお母さんがフルタイム働いておられ、

またお父さんの勤務も交替番も多く、大変なご家庭が多かったです。改めてフルタイム働

くことの厳しさを思い出しました。この状況を変えたいと思っても、家のローン、子ども

たちの学費、生き甲斐……などを考えると、たいていのご家庭は仕事を続けなければなり

ません。 

こんな現実に向き合い、一体何を変えることができるかと言えば、お互いがお互いを思

いやり、「いつも ごくろうさん、ありがとう」とお互いのこの一言があれば、気持ちを切

り替えて、またがんばれるのではないでしょうか。「私の方が忙しい」「おれの方こそ大変

だ」と決めつけず、相手を思いやる時にはじめて見えてくるものがあるのではないかと思

います。 

 

子育てについても、同じようなことが言えるのでは？と思います。「この子はこうだ」と、

決めつけると、何も見えなくなります。いいことをしていても、かわいいところがあって

も見えなくなります。決めつけず、よくないことだけを教え、たくさん抱っこして、やさ

しいまなざしで育てていきたいものです。そんな親のまなざしに見守られていれば、きっ

と子ども達は、いい面をたくさん見せてくれることでしょう。 

本来、子どもには、本当にいい子も、悪い子もなく、心の中には同じ

ものを持って、生まれてくるのだろうと思います。それが、周囲の状況

によって、よい面が出たり、ちょっとよくない面が出たりするのでしょ

う。子どもたちがよい面を発揮できるよう、周囲の大人が気持ちを思い

やって、ゆとりを持って子どもたちを見つめ、大らかに関わっていきた

いものですね。 
 


